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佐
藤
一
伯
著

『
明
治
聖
徳
論
の
研
究
―
明
治
神
宮
の
神
学
―
』

藤

田

大

誠

　

現
在
、
御
嶽
山
御
嶽
神
明
社
禰
宜
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進

機
構
共
同
研
究
員
の
著
者
は
、
長
年
明
治
神
宮
の
神
職
と
し
て
神
明

奉
仕
の
傍
ら
、
國
學
院
大
學
大
学
院
に
も
社
会
人
入
学
し
て
調
査
・

研
究
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
来
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
で
あ
る
本
書
は
、

平
成
十
八
年
九
月
、
著
者
が
國
學
院
大
學
に
提
出
し
た
博
士
学
位
申

請
論
文
「
明
治
聖
徳
論
の
形
成
と
展
開
―
明
治
神
宮
創
建
の
神
学
的

研
究
―
」
に
加
筆
修
正
を
施
し
て
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

は
じ
め
に
、
本
書
の
構
成
を
示
し
て
お
か
う
。

　

序　

章　

･

明
治
聖
徳
論
研
究
の
課
題
と
展
望
―
明
治
神
宮
創

建
の
神
道
学
的
理
解
に
向
け
て
―

第
一
部　

明
治
聖
徳
論
の
形
成

　

第
一
章　

明
治
天
皇
「
聖
徳
録
」
の
誕
生

　

第
二
章　

昭
憲
皇
太
后
行
啓
記
録
と
「
坤
徳
録
」

　

第
三
章　

明
治
後
期
の
天
皇
・
皇
后
像

　

第
四
章　

明
治
天
皇
崩
御
と
明
治
聖
徳
論
の
形
成

　

第
五
章　

昭
憲
皇
太
后
崩
御
と
明
治
聖
徳
論
の
形
成

第
二
部　

明
治
神
宮
創
建
と
明
治
聖
徳
論
の
展
開

　

第
六
章　

明
治
神
宮
創
建
論
の
形
成
と
展
開

　

第
七
章　

明
治
神
宮
造
営
と
明
治
聖
徳
論
の
展
開

　

第
八
章　

明
治
神
宮
内
外
苑
の
創
建
と
阪
谷
芳
郎

　

第
九
章　

･

昭
和
期
の
明
治
天
皇
論
―
渡
辺
幾
治
郎
・
木
村
毅

を
中
心
に
―

　

第
十
章　

･

近
代
の
神
道
・
日
本
研
究
と
明
治
天
皇
論
―
加
藤

玄
智
を
中
心
に
―

　

終　

章　

研
究
の
成
果

　

補　

論　

明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
御
肖
像

　

著
者
は
、「
本
研
究
は
神
道
学
（
神
道
神
学
）
の
素
材
と
く
に
祭
神

お
よ
び
崇
敬
者
の
特
色
を
考
察
す
る
「
神
社
史
の
研
究
」
と
し
て
、

祭
神
（
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
）
へ
の
人
々
の
意
識
（
信
仰
や
信
頼
）

が
、
明
治
神
宮
創
建
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
そ
の
際
、
近
代
の
日
本
人
が
明

治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
「
聖
徳
」・「
坤
徳
」
を
い
か
な
る
も
の
と

理
解
し
、
ま
た
は
論
じ
、
ひ
い
て
は
明
治
神
宮
の
創
建
・
奉
賛
活
動

に
ど
の
よ
う
に
反
映
・
展
開
し
た
の
か
を
、
や
や
詳
細
に
分
析
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
を
持
っ
た
。
そ
し
て
近
代
日

本
で
は
、
天
皇
・
皇
后
の
「
徳
」
の
意
味
で
「
聖
徳
」
と
い
う
言
葉

を
用
い
る
例
が
多
く
確
認
さ
れ
る
た
め
、
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
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の
「
聖
徳
」
に
関
す
る
人
々
の
著
述
や
意
見
を
、「
明
治
聖
徳
論
」

と
総
称
し
、
そ
の
実
態
と
形
成
お
よ
び
歴
史
的
変
遷
、
さ
ら
に
は
明

治
神
宮
創
建
と
の
関
係
を
、
思
想
史
の
手
法
も
採
り
入
れ
な
が
ら
考

察
す
る
こ
と
に
し
た
。」（
三
六
〇
頁
）
と
述
べ
て
ゐ
る
。

　

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
、
序
章
で
は
、「
予
備
的
考
察
」
と
し

て
、「
神
道
学
（
神
道
神
学
）
の
方
法
と
明
治
神
宮
に
関
す
る
研
究
状

況
」
を
確
認
し
、
戦
後
の
明
治
天
皇
及
び
昭
憲
皇
太
后
に
関
す
る
研

究
の
問
題
点
と
明
治
聖
徳
論
研
究
の
意
義
と
課
題
を
提
示
し
て
ゐ
る
。

と
り
わ
け
著
者
は
、「
戦
前
か
ら
受
け
継
が
れ
た
成
果
の
う
ち
、
戦

後
の
研
究
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
点
を
い
ま
一
度
確
認
す
る
こ
と
か

ら
出
発
」
し
、
現
代
の
人
々
が
「
一
級
資
料
」
を
も
と
に
掌
握
し
て

ゐ
る
歴
史
学
的
成
果
で
は
な
く
、「
当
時
の
日
本
人
の
明
治
天
皇
像
・

昭
憲
皇
太
后
像
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
最
も
重
要
な
課
題
」
だ
と
い

ふ
（
三
六
一
頁
）。
具
体
的
に
は
、
例
へ
ば
加
藤
玄
智
編
『
明
治
・
大

正
・
昭
和　

神
道
書
籍
目
録
』（
明
治
神
宮
社
務
所
、
昭
和
二
十
八
年
）

で
示
さ
れ
た
厖
大
な
書
籍
群
の
中
に
あ
る
や
う
な
「
大
衆
文
化
と
し

て
の
新
聞
・
雑
誌
・
出
版
物
、
明
治
神
宮
創
建
時
に
お
け
る
多
様
な

人
々
の
動
向
・
思
想
、
そ
し
て
奉
賛
活
動
、
参
詣
者
の
現
象
な
ど
、

広
範
に
み
ら
れ
る
明
治
聖
徳
論
を
思
想
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。」
と
す
る
（
一
六
頁
）。
こ
れ
は
、
か
つ
て
岩
井
忠
熊

『
明
治
天
皇
―
「
大
帝
」
伝
説
―
』（
三
省
堂
、
平
成
八
年
）
が
「
明
治

天
皇
に
関
す
る
史
料
は
ま
だ
十
分
に
公
開
さ
れ
た
と
は
い
え
な
い
。

こ
れ
ま
で
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
伝
記
に
も
、
不
確
実
な
二
次
史

料
に
よ
っ
た
も
の
が
あ
る
。」
と
記
し
、
ま
た
、「
近
代
の
天
皇
に
つ

い
て
の
学
問
的
研
究
は
飛
鳥
井
雅
道
氏
の
『
明
治
大
帝
』（
一
九
八

九
）
ぐ
ら
い
で
あ
り
、
他
の
伝
記
は
ほ
と
ん
ど
敬
仰
・
謹
解
の
立
場

で
書
か
れ
た
も
の
だ
。」
と
批
判
し
た
如
き
状
況
を
反
省
す
る
形
で

取
り
組
ま
れ
て
き
た
日
本
近
代
史
に
よ
る
明
治
天
皇
研
究
の
方
向
性

と
は
逆
の
〈
発
想
の
転
換
〉
に
他
な
ら
な
い
。
著
者
は
明
言
し
て
ゐ

な
い
が
、
本
書
の
方
法
は
、
い
は
ば
「
明
治
天
皇
像
」「
昭
憲
皇
太

后
像
」
を
め
ぐ
る
〈
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
〉
で
あ
る
と
い
へ
よ
う
。

　

斯
様
な
研
究
手
法
の
本
書
は
、
二
部
構
成
を
採
り
、
ほ
ぼ
時
系
列

的
に
論
考
が
配
置
さ
れ
て
ゐ
る
。「
第
一
部　

明
治
聖
徳
論
の
形
成
」

で
は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
か
け
て
著
さ
れ
た
明
治
天
皇
・

昭
憲
皇
太
后
に
関
す
る
著
作
や
新
聞
・
雑
誌
記
事
な
ど
の
内
容
を
手

掛
か
り
に
、「
明
治
聖
徳
論
」
の
特
色
及
び
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い

て
考
察
し
、「
第
二
部　

明
治
神
宮
創
建
と
明
治
聖
徳
論
の
展
開
」

で
は
、
第
一
部
で
把
握
し
た
「
明
治
聖
徳
論
」
と
明
治
神
宮
創
建
と

の
関
連
性
、
大
正
・
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
学
術
の
進
展
に
よ
る
新

た
な
「
明
治
聖
徳
論
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、

一
貫
し
て
近
代
日
本
を
生
き
た
「
国
民
」
の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太

后
に
対
す
る
〈
眼
差
し
〉
を
対
象
と
す
る
研
究
で
あ
る
と
い
へ
よ
う
。

　

本
書
の
成
果
は
、
終
章
で
著
者
自
ら
が
明
解
に
整
理
し
て
ゐ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
へ
、
著
者
が
示
す
四
つ
の
成
果
を
要
約
し
て
お
く
。
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第
一
に
、「
明
治
聖
徳
論
の
形
成
と
展
開
」
に
つ
い
て
明
治
初
年

か
ら
説
き
起
こ
し
て
そ
の
変
遷
を
辿
り
、
地
方
巡
幸
の
行
は
れ
た
明

治
十
年
前
後
か
ら
、
天
皇
の
「
聖
徳
」
に
関
す
る
記
述
が
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
や
自
治
体
の
公
的
な
文
章
な
ど
に
出
始
め
、
明
治
二
十
年
代

以
降
に
天
皇
・
皇
后
の
政
務
へ
の
精
励
や
仁
慈
の
御
心
（
聖
徳
）
を

集
録
し
た
出
版
物
と
し
て
「
聖
徳
録
」
が
登
場
し
て
来
る
こ
と
を
指

摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か

け
て
、「
国
民
」
は
天
皇
の
「
精
神
」
や
「
苦
悩
」
と
い
ふ
御
日
常

の
目
に
見
え
な
い
所
に
関
心
を
持
ち
、
道
徳
上
の
道
標
と
し
て
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、
皇
后
も
天
皇
の
御
内
助
や
「
仁
慈
」
を
宿
す
女

子
・
妻
・
母
の
「
鑑
」
と
し
て
道
徳
的
尊
敬
を
集
め
て
ゐ
た
こ
と
も

明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
新
渡
戸
稲
造
の
い
ふ
「
道
徳
上
の

教
師
」
と
し
て
の
尊
敬
の
念
は
、
民
間
か
ら
湧
出
さ
れ
て
く
る
の
で

あ
る
。

　

第
二
に
、
近
代
の
天
皇
・
皇
后
像
は
、
日
露
戦
争
以
降
、
修
身
教

科
書
な
ど
で
も
採
用
さ
れ
、「
只
管
に
精
励
さ
れ
る
天
皇
」「
仁
慈
あ

ふ
れ
る
皇
后
」
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
さ
ら
に
浸
透
す
る
が
、
当
該

時
期
に
は
、「
聖
徳
録
」
の
量
産
に
加
へ
、
御
歌
所
長
の
高
崎
正
風

に
よ
る
御
製
・
御
歌
の
「
漏
洩
」
及
び
謹
解
の
取
り
組
み
な
ど
が
影

響
を
与
へ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
天
皇
・
皇

后
の
修
養
・
精
励
・
勤
倹
・
仁
慈
を
尊
ぶ
姿
勢
か
ら
は
、「
天
皇
の

現
人
神
と
し
て
の
宗
教
的
権
威
」（
村
上
重
良
）
と
い
ふ
観
念
よ
り
も
、

む
し
ろ
近
世
以
降
の
「
通
俗
道
徳
」
の
実
践
を
尊
ぶ
民
衆
意
識
と
の

連
続
性
が
窺
へ
る
こ
と
を
著
者
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
明
治
天
皇
・

昭
憲
皇
太
后
の
崩
御
を
契
機
と
し
て
、「
明
治
聖
徳
論
」（
天
皇
・
皇

后
の
「
徳
」
を
顕
彰
し
国
民
の
「
亀
鑑
」
と
す
る
意
識
）
は
、
近
代
国
民

国
家
建
設
を
成
し
遂
げ
た
「
鴻
業
」
へ
の
称
賛
と
明
治
時
代
終
焉
の

哀
愁
の
念
を
複
合
さ
せ
て
拡
大
し
、「
明
治
の
雄
大
に
し
て
快
活
な

気
宇
」
を
「
記
念
」
す
る
明
治
神
宮
創
建
運
動
や
昭
和
二
年
の
明
治

節
制
定
運
動
を
根
柢
か
ら
支
へ
る
精
神
に
な
つ
た
と
指
摘
す
る
。

　

第
三
に
、
大
正
元
年
八
月
に
発
生
す
る
「
明
治
神
宮
創
建
論
」
を

分
析
す
る
中
で
、
天
皇
と
明
治
時
代
の
偉
大
さ
を
表
象
す
る
雄
大
な

森
、
天
皇
の
「
質
素
」「
倹
徳
」
に
因
む
質
朴
な
檜
素
木
造
の
社
殿

な
ど
、
今
日
に
受
け
継
が
れ
る
境
内
の
佇
ま
ひ
や
「
風
致
」
に
当

時
の
「
明
治
聖
徳
論
」
が
反
映
し
て
ゐ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
明
治
神
宮
宝
物
殿
や
聖
徳
記
念
絵
画
館
な
ど
の
「
国
民

教
化
」
施
設
構
想
、
国
民
の
「
真
心
」「
至
誠
」
の
発
揚
を
し
て
祭

神
の
「
聖
徳
」
の
顕
現
と
捉
へ
ら
れ
た
献
木
や
青
年
団
奉
仕
、
創
建

後
の
多
彩
な
「
国
民
文
化
」（
内
苑
の
初
詣
、
結
婚
式
、
神
楽
奉
納
、
外

苑
の
体
育
大
会
な
ど
）
の
普
及
・
創
造
な
ど
の
「
明
治
聖
徳
論
」
の
新

た
な
展
開
も
見
ら
れ
た
と
論
じ
て
ゐ
る
。
た
だ
、
明
治
神
宮
奉
賛
会

理
事
長
阪
谷
芳
郎
の
持
論
で
あ
る
、
明
治
神
宮
は
「
国
体
無
言
ノ
教

育
」
の
場
と
い
ふ
考
へ
が
基
本
に
あ
り
、
内
外
苑
の
「
風
致
」
は

「
明
治
聖
徳
」（
雄
大
・
質
実
・
仁
慈
）
の
重
要
な
表
象
で
あ
る
と
い
ふ
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当
初
の
理
念
を
堅
持
す
る
姿
勢
が
一
貫
し
て
ゐ
た
と
さ
れ
る
。

　

第
四
に
、
学
問
上
に
お
い
て
は
、
渡
辺
幾
治
郎
や
木
村
毅
ら
の
明

治
文
化
研
究
会
、
加
藤
玄
智
ら
明
治
聖
徳
記
念
学
会
な
ど
の
神
道
・

日
本
研
究
に
お
い
て
、「
明
治
聖
徳
論
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
試
み

ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
渡
辺
に
よ

る
教
育
勅
語
に
関
す
る
自
由
な
歴
史
討
究
、
木
村
に
よ
る
「
民
衆
の

景
仰
の
最
大
公
約
数
」
と
し
て
の
「
明
治
聖
徳
論
」、
加
藤
に
よ
る

「
文
明
教
（
倫
理
的
智
的
宗
教
）」
と
し
て
の
「
生
祠
信
仰
」「
神
皇
信

仰
」
の
視
点
を
介
し
た
国
体
論
・
神
道
論
が
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

　

そ
し
て
末
尾
の
補
論
「
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
御
肖
像
」
は
、

明
治
神
宮
所
蔵
資
料
を
中
心
に
、
御
写
真
、
錦
絵
、
石
版
画
、
彫
刻

等
の
制
作
過
程
と
そ
の
特
色
を
考
察
し
、「
御
姿
を
伝
え
る
数
少
な

い
情
報
を
頼
り
に
謹
製
さ
れ
後
世
に
残
さ
れ
て
き
た
数
多
の
御
尊

影
・
御
尊
像
は
、
近
代
日
本
の
幾
多
未
曾
有
の
困
難
を
国
民
と
と
も

に
越
え
歩
ま
れ
た
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
の
聖
徳
を
景
仰
す
る
、

人
々
の
真
心
の
結
晶
」（
四
〇
四
頁
）
で
あ
つ
た
と
論
じ
て
ゐ
る
。

　

本
書
は
、
多
岐
に
亙
る
先
行
業
績
を
踏
ま
へ
た
的
確
な
研
究
史
整

理
を
行
つ
た
上
で
、
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后
を
対
象
と
す
る
メ

デ
ィ
ア
資
料
を
は
じ
め
、
公
文
書
や
明
治
神
宮
所
蔵
資
料
な
ど
も
含

め
た
厖
大
な
資
料
の
蒐
集
と
丹
念
な
検
討
作
業
に
基
づ
く
、
斬
新
な

明
治
神
宮
祭
神
論
・
明
治
神
宮
史
研
究
で
あ
り
、
鎌
田
純
一
の
い
ふ

「
天
皇
奉
祀
神
社
」
研
究
の
進
展
に
寄
与
す
る
労
作
と
い
へ
よ
う
。

　

た
だ
、
著
者
は
、
安
蘇
谷
正
彦
や
岩
本
徳
一
の
神
道
神
学
理
解
に

即
し
、「
特
定
の
人
間
の
提
唱
に
偏
ら
な
い
、
国
民
的
支
持
と
共
感

を
基
盤
と
し
た
明
治
神
宮
祭
神
論
の
研
究
が
深
め
ら
れ
、
そ
の
成
果

が
ひ
い
て
は
神
道
学
こ
と
に
神
学
的
研
究
の
進
展
に
い
さ
さ
か
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
た
」
と
い
ふ
（
三
八
四
頁
）。
し
か
し
、
神
道

神
学
研
究
全
体
（
例
へ
ば
上
田
賢
治
や
中
野
裕
三
ら
の
研
究
な
ど
も
含
め

て
）
の
中
で
ど
の
や
う
に
自
ら
の
研
究
を
位
置
付
け
た
か
つ
た
の
か

に
つ
い
て
は
言
及
が
無
い
た
め
、
や
や
食
ひ
足
り
な
さ
が
残
る
。
そ

れ
故
、
神
道
神
学
研
究
に
お
け
る
本
書
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
未

だ
留
保
を
せ
ざ
る
を
得
ず
、
著
者
の
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
評
者
は
、
す
で
に
『
神
社
新
報
』

第
三
〇
七
一
号
（
平
成
二
十
三
年
五
月
二
十
三
日
付
）
に
お
け
る
本
書

の
書
評
で
も
指
摘
し
た
た
め
、
こ
れ
以
上
は
触
れ
な
い
。

　

ま
た
、
近
年
、
様
々
な
ア
ク
タ
ー
の
鬩
ぎ
合
ひ
の
中
か
ら
形
成
さ

れ
て
来
る
、
社
殿
建
築
や
「
鎮
守
の
森
」
造
成
に
関
は
る
単
線
的
で

無
い
構
想
の
変
遷
、
即
ち
建
築
史
や
造
園
史
の
観
点
を
存
分
に
踏
ま

へ
た
明
治
神
宮
史
研
究
が
、
青
井
哲
人
や
畔
上
直
樹
に
よ
つ
て
提
示

さ
れ
て
ゐ
る
（「
明
治
神
宮
鎮
座
九
十
年
記
念
公
開
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

明
治
神
宮
造
営
を
め
ぐ
る
人
々
―
近
代
神
社
に
お
け
る
環
境
形
成
の
問
題
点

―
」『
神
園
』
第
五
号
、
平
成
二
十
三
年
）。
か
か
る
最
新
の
研
究
成
果

と
本
書
の
如
き
「
明
治
聖
徳
論
」
研
究
と
の
整
合
性
や
統
合
的
理
解

を
如
何
に
図
つ
て
い
く
か
、
と
い
ふ
点
が
、
こ
れ
か
ら
の
明
治
神
宮
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史
研
究
の
重
要
課
題
に
な
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

　

実
は
、
本
書
で
は
「
明
治
聖
徳
論
」
内
部
に
お
け
る
〈
相
剋
〉
と

い
ふ
面
は
余
り
窺
へ
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
多
種
多
様
な
ア
ク
タ
ー

（
各
々
が
「
明
治
神
宮
神
学
」
の
担
ひ
手
足
り
得
る
で
あ
ら
う
）
が
関
与
し

た
明
治
神
宮
造
営
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
構
想
の
場
面
で
実
際
に

様
々
な
齟
齬
や
路
線
の
違
ひ
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
や
は
り
「
明

治
聖
徳
論
」
と
い
ふ
大
き
な
網
を
設
定
す
る
な
ら
ば
、
諸
説
を
止
揚

し
た
最
大
公
約
数
的
理
解
と
な
る
「
明
治
聖
徳
論
」
へ
と
至
る
プ
ロ

セ
ス
は
一
体
ど
う
推
移
し
た
の
か
、
と
い
ふ
や
や
複
雑
な
研
究
手
続

き
も
今
後
は
必
要
と
な
つ
て
く
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　

評
者
は
本
書
を
拝
読
し
て
、「
明
治
神
宮
の
神
学
」
と
は
、
到
底

「
一
社
」
或
は
「
神
社
神
道
」
の
神
学
と
い
ふ
意
味
で
の
「
神
道
神

学
」
に
留
ま
ら
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
。
つ
ま

り
、「
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
神
社
！
」
と
し
て
の
明
治
神
宮

の
創
建
プ
ロ
セ
ス
を
具
に
描
い
た
山
口
輝
臣
『
明
治
神
宮
の
出
現
』

（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
七
年
）
の
顰
に
倣
へ
ば
、
明
治
天
皇
・
昭
憲

皇
太
后
と
い
ふ
「
明
治
」
を
象
徴
す
る
祭
神
＝
〈
時
代
精
神
〉
の
旗

の
下
に
集
ふ
「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た
め
の
神
学
」、
い
は

ば
「
国
民
」
全
体
を
担
ひ
手
と
す
る
神
学
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
ふ
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
疑
問
が

生
じ
る
。
国
学
系
歴
史
学
者
で
あ
る
萩
野
由
之
、
三
上
参
次
、
荻
野

仲
三
郎
、
宮
地
直
一
ら
は
あ
る
程
度
の
関
与
が
あ
つ
た
も
の
の
、
明

治
神
宮
造
営
に
お
け
る
一
般
神
社
神
職
の
「
疎
外
」（
山
口
輝
臣
「
神

社
奉
祀
調
査
会
に
つ
い
て
（
上
）
―
明
治
神
宮
計
画
に
お
け
る
「
由
緒
」
と

「
風
致
」
―
」『
海
南
史
学
』
三
九
、
平
成
十
三
年
）
と
い
ふ
現
象
、
つ
ま

り
神
職
た
ち
が
中
心
的
な
「
明
治
神
宮
神
学
の
担
ひ
手
」
足
り
得
な

か
つ
た
こ
と
は
、
ど
の
や
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
だ
ら
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、
本
書
は
「
近
代
天
皇
・
皇
后
像
」
研
究
、
明
治
神
宮

史
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
画
期
的
研
究
と
い
へ
る
。
今
後
、
明
治
神

宮
史
に
関
心
を
持
つ
研
究
者
た
ち
が
本
書
を
踏
ま
へ
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
飛
躍
的
な
研
究
進
展
が
齎
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。

※
本
稿
は
、
第
三
回
神
社
と
「
公
共
空
間
」
研
究
会
・
第
七
回

明
治
神
宮
史
研
究
会
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
五
日
、
於
國
學

院
大
學
）
と
し
て
開
催
さ
れ
た
本
書
の
書
評
会
に
お
け
る
発
表

原
稿
を
も
と
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
は
、
平
成

二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
帝
都

東
京
に
お
け
る
神
社
境
内
と
「
公
共
空
間
」
に
関
す
る
基
礎
的

研
究
」（
研
究
課
題
番
号
：
二
二
五
二
〇
〇
六
三
、
研
究
代
表
者
・
藤

田
大
誠
）
に
お
け
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
･（

国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月
、
Ａ
（
判
、
四
一
五
頁
、

本
体
七
六
〇
〇
円
）

（
國
學
院
大
學
人
間
開
発
学
部
准
教
授
）


